　　29年8月2日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：東京都八王子市　

ボランティア団体　きよぴー
	実施日：平成29年7月25日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　高齢者が高齢者を支える団体があると聞いたので、ネット等で調べてみたが実態が良く分からなかったので、八王子市役所に問い合わせてみたが、これも要領を得ず、実際に現地に出向くこととした。
　

	■参考とすべき事項
　参考とすべきことがあり過ぎて、どう纏めれば良いのか苦慮している。
スタートは配食サービスからだったのだが、高齢者の生きがい（働くこと）づくりを支援することと、次世代を担う子供たちを支援し、世代間交流が自然とできるまちづくりを目指されて活動されています。そして2006年3月の活動開始から10年経ったことで、2015年7月より新組織へと移行されました。（詳しい内容は、別紙資料をご覧ください）
団体としての特徴（林の私見です）

1 最大の特徴は、会員約130名が全員、無報酬のボランティアで活動していること。

2 活動に必要な資金は自分たちで稼ぎ出しており、原則、補助金には頼らない。
（事業収益は、最低限にとどめる。儲けのための事業は行わない）

3 良いと思ったこと（事業）は、直ぐにやってみる。そして、やりながら考える。
4 地元の自治会の役員は1年交代なので、自治会間を調整する機能も担っている。

5 地元住民を支える各種交流の場の提供（多くのイベントを企画実践されている）

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
書きながら、「読まれる人には理解でき難い」だろうなと思っていますが、「こんなことがあったら（をしたら）面白い」という事業を実現しているのが、「きよぴー」なんです。夏休み、子供を川遊びに連れて行って欲しいとか、高齢者が何でも相談できる所が欲しいとか、たまには仲間と集まって一杯飲みたいとか、フラダンスもやってみたいとか、映画やカラオケもやってみたい等々、「できない」という言葉は「きよぴー」には無いのかも知れないと思えるほど、何でもやってしまうのです。
本市がやっているサロン事業は提供する側と受ける側という構図がありますが、みんなでワイワイガヤガヤが「きよぴー」流です。ですから、八王子市役所の担当課の職員も、「間違いなく、10年先を行っている」と言われていましたが、地域包括ケアシステムのひとつの姿がここにはあります。決められた仕組みではなく、自分たちで試行錯誤を繰り返しながら作り出していったまちづくりそのものがありました。つまり、介護保険に頼らない、高齢者が高齢者を支える仕組みを編み出している様に感じます。私もどう真似れば良いのか今は分かりませんが、楽しいことをドンドン企画して実践することが重要ということは理解できますので、先ずは、私が動くことから始めたいと思います。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
